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景観保全・育成の方針と景観基準について 

 
町の特徴を生かし、景観保全・育成に取り組みながら土地利用計画と連動した町づくりを行うため、

景観ゾーンの分類を検討してきました。    
各ゾーンにおいて、守るべき景観、これからの町づくりで育て、活かせる景観となるよう景観基準

を検討します。  
 
 
１.段丘林地域（重点地域） 

町内の段丘部は起伏にとんでおり、その段丘崖は木々が覆い緑の軸を形成しています。 

この段丘林は、まちのどこからでも緑が映える景観をつくっているとともに、貴重な動植物が住む

生態系を育み、さらに下段に位置する農地や住宅地を守っている重要な地域です。 

 

（１）範囲の設定  

地域森林計画対象民有林及び保安林の地域で、概ね中央自動車道より下段に位置する森林地域 
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（２）段丘林地域の特徴と重点とすべき必要性 

段差のある地形が、下段から見上げる緑や上段から見下ろす緑として、町のどこからでも眺望で

きる風景が町の最も特徴的な景観です。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考：Google マップ 

 
段丘林が映える景観は、高森町内だけでなく町外（主に天竜川対岸）から“見られる景観”としても

町の印象を与える重要な要素です。  

 
豊丘村側から見た高森町（第 4 回委員会 現地視察より） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

棚状の台地の特徴を

見せている段丘林 

天竜川 
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（参考）町内からみた段丘林との景観（下段地域からの景観） 

 
 

道路から離れた建物の配置と生垣により、背景となる段丘林と調和した景観を形成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

道路から後退して配置した店舗（背景となる段丘林を生かしている事例） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

沿道から後退した配置で 

圧迫感なく、段丘林も映える 

高さを抑えられれば 

眺望も阻害しない 

沿道部の生垣 

段丘林と調和した景観 

建物の高さが段丘林の稜線を

超えないため調和した景観 
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（参考）段丘林への開発イメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
例えば、段丘林の中に太陽光発電施設を設けると・・・ 
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◆町の安全対策としても維持・保全が重要 

段丘林が位置する段丘崖の多くは、土砂災害防止法に基づいて「土砂災害警戒区域及び特別計画区

域」に指定されており、自然災害を防止するためにも重要な役割を持っています。  

このため防災面からも、森林の伐採、建築物・工作物等による開発などを防止しながら適正な保

全に取り組みます。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
◆より美しい緑の景観を育成するために 

町の森林の多くは、スギやヒノキなど針葉樹林、竹林となっています。住んでいる人、訪れる人

が楽しめるよう広葉樹への一部転換による混合林の形成を推進し、四季を通じて彩りの楽しめる景

観育成を目指します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考：都市計画基礎調査 

段丘林地域の多くは土砂災害警戒区域

及び特別警戒区域となっています。 

警戒区域の下段には民家や畑が多く、町

の防災面からも特に保全が必要 

↓ 

森林の保護、建築物・工作物の制限 

多くは、針葉樹・竹林 

↓ 

広葉樹との混合林を育成 

より親しめる森林づくり 

季節別に彩りがある、楽しめる

風景を創りたい 
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（３）段丘林地域の景観保全・育成の方針 

 
現状・問題点 景観保全・育成の方針 景観基準との関係 

段差のある町の地形を魅せる緑 
（段丘林が段差を美しく見せている） 

 
段丘崖の森林形態を壊さないよう開発に制限を設ける。 

伐採、土地の形態変更などの制限 
 

・地上設置型の太陽光発電施設が増えつつあ

る。 
・電気通信施設の設置による眺望阻害を防止し

たい。 

・段丘林への太陽光発電施設や電気通信施設の設置を制限 
 

町条例及びガイドラインとの併用 
（設置のルール化及び禁止区域の設定） 

針葉樹（スギ・ヒノキ類）や竹林が多く、手入

れされていないところがある。 
・町内及び町外から見える町景観として保全、育成 
・広葉樹などへ一部、樹種転換を推進し、緑葉、紅葉など

四季の風景を育てる。 
 
※すべてを広葉樹にするのではなく、針葉樹と広葉樹の混

合林形成を目指します。 

広葉樹林への一部誘導 
 

希少な動植物が生息している 森林の保全により、貴重な生態系を維持する。 
 

森林の管理・維持活動の推進、支援 
 

段丘林のある段丘崖の多くは、土砂災害警戒区

域の指定地である。 
・居住環境、生活環境の防災対策として重要 
・森林伐採による土砂災害の危険を防止 
・森林の維持･管理を推進し防災面からも段丘林の緑を保全

したい。（樹林が持つ保水機能の維持・確保等） 

伐採、土地の形質変更などの制限 
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（４）段丘林地域の基準案 

 

基準内容 

(1)建築物及び工作物の

新築、増築、改築、移

転または概観の変更 

一般住宅、工場、店舗等の建築物、電気供給又は電気通信施設※1、再生可能エ

ネルギー発電設備米 2 等工作物の設置は原則として避ける 

 

※1 電柱及び街路灯柱は除く 

※2 再生可能エネルギー発電設備とは、太陽光及び風力を活用した発電設備で、

土地に自立して設置されるもの 

※3 公的施設（浄水場等）、既設の文化財、神社・仏閣等を除く 

(2) 土地の形質の変更又

は土石の採取及び鉱物

の掘採 

段丘地形の切り崩し、盛り土や土石の採取及び鉱物の掘削は原則避ける 

 

※林業、農業を営むために行う土地の形質の変更は除く 

※防災対策及び災害復旧のために行われるものは除く 

(3) 屋外における土石、廃

棄物、再生資源その他

の物件の堆積又は貯蔵 

物件を積み上げる場合には、高さをできるだけ低くするとともに、整然と、かつ威圧

感のないように積み上げる  

 

※林業、農業を営むために行うものは除く 

道路等から見えにくいよう遮へいし、植栽、木塀の設置等周辺の景観に配慮する  

(4) 木竹の伐採 

段丘林の連続性が失われる伐採は避ける。 

やむを得ず伐採が必要な場合は、段丘林の連続性を維持するため、周囲の自然

景観に配所し、伐採した法面の緑化等を行う。 

 

※林業、農業を営むために行うものは除く 

 

 

 

＜その他基準以外に必要な取り組み＞ 

 

○再生可能エネルギー発電設備の設置に関するガイドライン及び設置禁止区域の条例化 

 

○長野県及び高森町自然保護条例に準じた生態系保護活動の推進、支援 

 

○区、個人所有等の民有林の維持・管理の推進、支援 

 

○広葉樹の植林、転換の推進、支援 
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２.山地・高原地域 

町内の最上段に位置する山々で、身近な里山景観を有しています。一部は都市計画区域内で、

緑と眺望に優れており、多くはありませんが宅地や畑、観光資源としても利用されています。 

この里山と段丘林の緑が調和した風景であり、町の景観要素として保全・育成に努める地域です。 

 

（１）範囲 

中央アルプス県立公園、国有林 

地域森林計画対象民有林及び保安林の地域で、概ね中央自動車道より上段に位置する森林地域 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

都市計画区域 

中央アルプス 

県立高原 
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（２）景観保全・育成の方針 

 
現状・問題点 景観保全・育成の方向性 

町の上段部に位置する自然景観の基礎 里山の森林保全、維持 

希少な動植物が生息している 里山の保全により、貴重な生態系を維持する。 

地上設置型の太陽光発電施設が増えつつあ

る。 
大規模施設を抑え、里山の自然景観を保線 
（範囲を都市計画区域内に限定） 

里山と宅地・農地の縁辺部は土砂災害警戒

区域の指定地である。 
・居住環境、生活環境の防災対策として重要 
・森林伐採による土砂災害の危険を防止 
・森林の維持･管理を推進し防災面からも里山の緑の

保全に努める。  
（森林が持つ保水機能の維持・確保等） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

道路から後退した配置 

道路との敷地に緑を配置 

遠景の里山との調和に 

もう少し緑の覆いがほしい 
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（３）山地・高原地域の基準案 

ゴルフ場、浄水場、住宅立地しているところもあるが、土砂災害警戒区域の指定もあり、大規な

開発が生じる可能性は低い。このため、長野県景観育成基準と同程度としたい。 

 

基準内容 山地・高原地域 

（
１
）
建
築
物
及
び
工
作
物 

配  置 

できるだけ後退（10 メートル以上後退に努める） 

できるだけ離し、ゆとりある空間を確保 

地形の高低差を生かして、周辺の自然景観に調和する配置 

りょう線や斜面上部への配置はできるだけ避ける 

規  模 
原則として周辺の樹木の高さ以内 

樹高以上になる場合は周辺の景観と調和する形態 

形態・意匠 

周辺の景観に調和した形態、全体としてまとまりのある形態 

周辺の山並みと調和 

原則としてこう配屋根、適度な軒の出を有するもの 

周辺に伝統的な様式を持つ建築物が多い場合、その様式を継承又は 

取り入れた意匠に努める   

大規模な平滑面が生じないよう、陰影等壁面の処理に配慮 

屋上設備は外部から見えにくいよう工夫 

非常階段等付帯設備は、繁雑な印象を与えないよう工夫 

材  料 

周辺の景観と調和し、耐久性に優れた材料を用いる 

反射光のある素材を極力使用しない 

地域の優れた景観を特徴づける素材を活用  

色 彩 等 

けばけばしい色彩とせず、周辺の自然景観と調和した色調 

色数を少なくする 

照明を行う場合は、周辺の建築物等との調和 

敷地の緑化 

樹木等を活用し、門、塀等による場合は、周辺の景観と調和 

駐車場等は、周囲の緑化に努める 

樹木を活用して、周辺の自然景観に配慮 

特定外観意匠 

(ｱ) 配置 

道路等からできるだけ後退 

山並みなどの眺望を阻害しない 

(ｲ) 規模、形態・意匠 

周辺の景観に調和する形態・意匠とし、必要最小限の規模 

(ｳ) 材料 

耐久性に優れ、退色･はく離等の生じにくいもの 

反射光のある素材の使用は、周辺との調和に十分配慮 

(ｴ) 色彩等 

けばけばしい色彩とせず、周辺の自然景観と調和した色調 

使用する色数を少なくする 

光源で動きのあるものは、原則として避ける 

(2) 土地の形質の変更 

大規模な法面、擁壁をできるだけ生じないようにし、緩やかなこう配、緑化 

擁壁は材料、表面処理の工夫、前面の緑化等により周辺の景観と調和 

敷地内にある良好な樹木、その他の樹木、河川、水辺等は極力保全し、活用 

(3) 土石の採取及び 

鉱物の掘採 

周辺からは目立ちにくいよう、採取の位置、方法を工夫し、敷地の周辺の緑化等に努

める   

採取後は、自然植生と調和した緑化等により修景 

(4) 屋外における物件

の集積又は貯蔵 

物件を積み上げる場合には、高さをできるだけ低くするとともに、整然と、かつ威圧感

のないように積み上げる   

道路等から見えにくいよう遮へいし、植栽、木塀の設置等周辺の景観に調和  

※中央アルプス県立公園は、自然公園法に準じる 


